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感謝の人(ピリピ4:4-7)
　
人生を生きていきますと、いろいろなことがあります。自分の望んでいるとおりになるときもあれば、願いとは裏腹に辛いことも、また、嬉しいことも悲しいこともいろいろあります。しかし、その中でどのような状況でも揺れることなく感謝する人であれば、その人は人生の方向がしっかり定まって、次のステップを正しく踏むことができるようになります。その結果、どのような状況でも無敵な人になり、人生の勝利者になるわけです。
皆さん、ご存知の通り、クロスビーという人は、幼いころ、事故によって失明することになります。最初は「なぜ私にこういうことが起きるのだ。なぜ私だけに辛いことがあるのか」ということでつぶやき、そして、落胆していました。けれども、ある日から、「神様、目が見えなくても結構です。いや、むしろ見えないほうが感謝です」と告白します。それで神を賛美する多くの歌を作って、世界中の人に影響を与えることになりました。
韓国には、名前を言ってもよく分からないでしょうけれども、ソン・ヨンヒという脳性麻痺によって全身が麻痺し大きな障害を抱えるようになった人がいます。この人も自殺を図ってみたり、なぜ私だけがこんな目に遭うのかとすべてを恨むようになっていました。でも、この人も後ほど、神様がどれほどすばらしいお方なのかという歌を作ることによって、韓国だけではなくて世界中の人に、影響を与えるようになりました。ある日、アメリカから「あなたのその障害を医学によって治しましょう」という提案がありました。そのとき、丁寧にそれを断ったそうです。「私はこのようになったことを感謝しています。これで十分です」と。クロスビーもうそうだし、この脳性麻痺を患っていた障害者の女性も無敵な人ではないでしょうか。ダビデは死の影の谷を歩くような状況の中でも、「むしろこのような状況で私は感謝しています。これが義の道へと導かれることであり、いのちの泉に私を正しく案内していることです」と言うことができたわけです。
今日の箇所は、パウロという人が、獄中で書いた手紙の一部分です。このパウロはいま刑務所の中にいる身なのに、いつどうなるのか分からない辛い状況なのに、刑務所の外側にいる人間に対して、「喜びなさい。そして、感謝しなさい」と言います。自分がそこで世の中の知らない感謝を知っているということでしょう。刑務所の中でもパウロは感謝することができました。無敵なのです。
なぜ、いま申し上げた人々は、このような感謝ができたのでしょうか。時代も違うし、状況も、また国もそれぞれ違うのですが、彼らには一つ共通する部分がありました。それは何かと言いますと、彼らは皆、神様の恵みを受けた人々なのです。神様の恵みを受けた人々は、どのような状況でも感謝し無敵な勝利の人生を歩むようになるということです。神様の恵みを受けたということは、人間が勉強して、また学習することによって、あるいは努力によっては知ることができない、秘密、奥義を知ることができたということです。彼らは、いろいろな問題を抱えていました。そして、普通に考えると絶望するしかない問題を抱えていましたが、その問題を通して、勉強や努力や経験などでは気づくことができない人生の本当の問題に気づくようになったわけです。これは神様の恵みを受けたということです。人は本来、神様によって造られて、神のかたちに造られた特別な存在で、神様が一緒だったわけです。しかし、目に見えない悪魔、サタンというものに騙されて、神様に対して罪を犯すことになります。自分で悪いことをした以前に、神様に対して罪を犯すことになりました。
その結果、自分では想像もしていなかったでしょうけれども、絶対抜けられない地獄の運命に捕らわれて生きるしかない存在になりました。残念ながら、出生そのものが、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在になってしまったのです。神様を離れただけではなくて、罪を抱えて地獄の運命の中を生きていて、実は、サタンに支配される人生、そのような存在になってしまいました。これが本当の問題です。神様の恵みがなければ気づくことができない秘密なのです。これは障害や失明や死の影の谷を歩くようなこと、刑務所などとはまったく比べることができない絶望であり、人間がどんなに頑張っても解決できない、解決不可能な問題です。これに気づくようになりました。問題がなかったら、たぶん気づかないでそのまま過ごしていたかもしれません。でも、問題が与えられたことによって、神様の恵みを通して、何が本当の問題なのかが分かるようになり、それが絶望的な問題だと気づくようになりました。神様以外には解決できないのですが、神様が人を無条件、一方的に愛して、人が地獄の運命にとらわれてサタンに支配されたまま滅びることを望まれず、人を救うことになりました。約束されたわけです。その神様の愛、救いがイエス・キリストなのです。神様は、罪のないイエス・キリストを、罪人であり滅びるしかない私たちの身代わりとして十字架に引き渡されて、代わりに死ぬことによって、どうにもならない絶望的な不可能なこの地獄の運命から私たちを救い出すことにされたわけです。この神様の計り知れない愛と恵み、神様の救い、イエス・キリストによる救いの祝福に気づくようになったわけです。このことを心から感謝することになりました。
これが先程申し上げました人々の共通点なのです。神の愛、神様の救い、イエス・キリストの救い、これはなにものにも比べることができません。その神の救いとイエス・キリストの愛への感謝、この感謝が共通点です。この感謝こそ根本的な感謝です。これから残りの人生を生きていくうちに、その人の人生の根幹になるものであり、そして、この感謝はなにものによっても奪われることができない、傷つくことのない絶対感謝です。根本の感謝、絶対感謝です。神様の恵みが何か分かった人々の共通点です。状況がどう変わろうが、どのような問題が襲ってきても、彼らには根本的にこの感謝があったわけです。この感謝は絶対的なものなのです。この感謝が分かったその時にやっと目が開かれて、いままでの恨みつらみ、落胆して諦めようとしていた障害や状況の問題、辛いことだと思っていたこと、それがむしろ、このすばらしい神の愛、このすばらしいイエスの救いに預かるための旅程だったということに気づくようになります。ですから、いままではつぶやくばかりで悲しんで恨んでいた失明の問題、脳性麻痺の問題、死の影の谷を歩いていたその辛さ、刑務所の中に入れられていたその険しい状況、そのすべても感謝に変わるようになったわけです。神様の恵みがなければ不可能でした。だから、彼らは、神様の恵みを受けた人々なのです。

そして、自分たちは、失明のままであれ、脳性麻痺のままであれ、たとえ刑務所の中でそのまま死んだとしても、そういうことと関係なく、救われたことによって自分は幸せなもの、幸いなものなのだということが分かっていたので、その感謝だったわけです。そういう人は、状況がどんな状況であれ、感謝からスタートするし、感謝が基礎になるわけです。イエス様を信じるクリスチャンの特権です。クリスチャン以外には考えられない感謝です。でも、残念ながらクリスチャンでもなにかがあるたびについついこの根本の部分を、この絶対的な感謝、これを見過ごしてしまったり、のがしてしまったりというようなことがよくあるわけです。そこを回復しないといけません。神様の恵みを頂いている人々、彼らは無敵な感謝の人になります。

そして、このように神の恵みを受けた人々は、その感謝の上で、その幸せの中で、自分の人生が何のために許されて、何のために生きていくべきなのか、人生の理由を発見するようになります。つまり、人生を何のために生きていくのか、その理由というものは、その人の人生の軸になるものです。その軸によってすべてが決められるようになるわけです。つまり、根本的な感謝を持っている人は、人生の軸が変わります。いままでは自分中心で、自分ですべてを判断し、自分さえ良ければと思っていました。その自分の基準が何かというと、経済的に豊かになって、生活が裕福になれば幸せになるだろうというような基準で、自分勝手に生きてきたわけです。そして、成功することを人生の目標にして、するかしないかは別にして、そのような人生の理由を持って生きてきて、それが軸になっていたわけです。そこから神様の恵みを受けて、神様の救いとイエス様の愛がなにか分かって、そこから幸せがなにか分かっていた人々は、やっと自分ではなくて、他の人のために人生を生きること、これを発見するようになります。しかもただボランティアとして、ただ福祉団体に参加することによってではなくて、ただ必死になって人の病気を治すといったレベルではなくて、他人のたましいが幸いになることのために、自分自身に恵みが注がれて与えられたのと同じように、他の人にもその神様の不思議な恵みが与えられること、そのことのために私の残りの人生があり、そのことが生きる理由であり、それらより生きがいのある貴重な理由などはありません。こういうことを発見するようになったわけです。

そして、その理由が、実は神様の絶対的な願いなのです。なかなか信じられないでしょうけれども。今日も雨が降ってきて、また梅雨のときを過ごし、もうしばらくしたら真夏日を迎えるようになります。ときには台風がやってくるときもあるし、日が昇ったり沈んだりします。そのすべてが神様の絶対的な願いを中心にして動いているわけです。それが神の絶対願いというわけです。それが救われた私たち以外に、いまだ救われていない人々、勘違いの中でお金さえあれば幸せになるだろうと成功を人生の目標にして、自己中心になって一生懸命頑張っている人々に、神の恵みを与えようと神の恵みを注がれること、それが神の願いなのです。これは誰も止められません。すべてはそれを中心に動くようになるので、この生きる理由、他人のたましいのために生きるということを発見した人々は、いままでは良いこと悪いこと、悲しいことうれしいこと、そして、自分で願っていたこと、願ってもないこと、予想打にしていないことなど、いろいろなことがありますけれども、そのすべてがこの理由のために動くことに気づくようになります。
ローマ8：28がそういう意味です。いろいろなことがありますけれども、そのすべてを働かせて益となることが分かっているので、この人たちはすべてに感謝します。人生の理由が変わって、軸が変わった人だけに見られる現象です。すべてのことに感謝します。だから、パウロは、刑務所の中で何も思い煩わないで、すべてのことに感謝を持っていました。不思議ではないでしょうか。だから、無敵なのです。辛いことがあっても感謝します。病気になっても感謝します。別に痛みが取れるとか、そういう意味ではありません。痛みがあるのにもかかわらず、感謝は奪われないのです。なぜなら、それが益となることが分かっているので。神の絶対願い、福音宣教、他人のたましいが神の恵みに預かること、それに敵うものはいません。全部がそれ中心に、全部がそのために動くようになります。だから、後でそれに気づいて、振り返って「ああ、そうだったのだね」という感謝も大切なのですが、いま死の影の谷を歩きながら、これが他人のたましいを助けるためのいやしであり答えだということが分かっていて、その場でそこで感謝することなのです。無敵なのです。そういう人が進む道には、目に見えない悪魔、サタンのすべてのしわざが崩れ落ちて粉々になってしまいます。断食の祈りをしなくても。

Ⅰテサロニケ5：6-8、同じパウロが勧めた言葉です。いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべてのことに感謝しなさい。それがあり得るのでしょうか。それが可能なのでしょうか。疑問を持つかもしれません。人生の軸がしっかり変えられているもの、生きる理由が、自分ではなくて他人のたましいのために。なぜそれができるのでしょうか。自分は神に恵みをいただいて、自分はいま死んでも幸いな者だということが分かっているので、その感謝があるから自分は今現在、刑務所の中に入れられていても幸せは奪われないのです。その感謝があるから。根本の感謝、絶対感謝です。その人は実際的に感謝します。そして、積極的に感謝します。周りから見たときには問題だな、大変だなと思われることも感謝するわけです。知らない人が見ると思い込みでしょうと思うでしょうが、思い込みというのは事実でないものを信じ込むことが思い込みであって、信仰というものは、目には見えない、人々が知らないまだ起きていないかもしれませんが霊的な事実を信じることを信仰と言います。信仰は、目に見えないことがらの保証であります。信仰と思い込みを勘違いしないでください。正反対なのです。多くのクリスチャンが信仰によって生きていくべきなのに、まるで目に見えないしまだ起きていない神のみことばに従うものなので、自分で思い込むことではないのかと躊躇して信仰に立とうとしないのですが、それは騙されることです。私たちは、目に見えるものによって生きる存在ではありません。希望は目に見えるところにあるわけではありません。世界が造られたのも目に見える何かによってではありません。信仰によって生きるわけです。だから、感謝するわけです。それを目の前で経験することもあるし、後々、それが明らかになることなのでしょうけれども、信仰によってすべてを働かせて益となることが分かっているので感謝するわけです。なぜあんな人間が教会にいるのかと悲しんだりさばいたりせずに、まず皆さんは、感謝してください。それが働いて益となることを私たちは知っています。

何が問題なのでしょうか。だから、なにも思い煩わないでと勧めているのです。荒野の40年間、失敗しようとすると、つぶやこうとすると、もうきりがない状況です。だから、イスラエルは見事にそのとおりになりました。でも、初穂の刈り入れを通して、それがどれほど愚かなことだったのか、どれほど馬鹿だったのかということが明らかに証明されました。これからは、そうしないようにしましょう。もちろんイスラエルはそれからもずっと同じ調子だったのですが、イエス・キリストを信じるいまを生きる私たちには、それが教訓となり、なるほど、飲み物がなかったのも食べ物に困っていたことも、敵に襲われることも、砂漠の環境もすべて働かせて益となりました。他人のたましい生かして、他人のたましいを助けることのために、ときには私が整えられていやされるために許される問題であるし、そして、他人を助けるための神からの答えというものなのです。クリスチャンの現実の人生というものは、いやしと答え、それがすべてです。どんなことでも、だから、感謝なのです。
レムナント教会の兄弟姉妹の皆さん、それぞれ置かれている状況、立場、いま抱えている課題、問題など、それぞれ違うと思います。しかし、冒頭で申し上げました信仰者のごとく、私たちも彼らと同じ共通点を持っている信者なので神の恵みを思い起こしてください。揺れることのない皆さんの人生の基礎となる感謝、根本の感謝を回復しましょう。その上に立つことによって、やっと人生の理由が変えられました。理由が変わらないと、またフラフラ揺れてしまいます。サタンに見事にその場面、状況ごとにやられるようになります。自分のためではなくて、他人のために。他人のたまいしのために。これが聖なる理由、絶対的な理由です。だからこそすべてを働かせて、それを中心にして動くようになりますので益となります。その実際的な感謝です。いま病気があるでしょうか。家庭内に問題があるでしょうか。人には言えない悩み事があるのでしょうか。それが益となるとなかなか思えないのでしょうか。神の恵みがなにか忘れているからです。それを実際的に感謝してみてください。感謝がないというのは裏返しますと、悪魔にやられている最中だということです。これは良いから感謝、これはあまり良くないからつぶやく。そういった消極的な、この世的な感謝ではなく、積極的に進んで感謝するようにしましょう。人生最高の武器、特に信者の最高の武器は感謝なのです。学歴でも財力でも才能でもありません。極端に申し上げると人格でもありません。信者だけに許されている特権なのです。この感謝は。そして、それが武器なのです。この感謝を武器にしてください。

そして、先程申し上げましたように、自分は感謝しているのかということを自分自身に問いかけてみてください。そして、感謝があれば、なぜ感謝しているのかを吟味してみてください。うまくいっているので、子どもが合格しているから、家庭内に何の問題もないから、収入が増えているから。そうでなければ感謝しないつもりでしょう。なぜ私の心にはもやもや曇っているのか。なぜなのかよく吟味してみてください。先程取り上げましたそういうことが反対の状況なので、それでつぶやいているのでしょうか。いつまでそのようにサタンに見事に私たちの感謝を奪われて生きていくつもりなのでしょうか。まずはイエス・キリストによる救いの感謝を回復しましょう。それを絶対的な、根本的な感謝にしましょう。そして、その上にすべてのことを感謝する無敵な人として勝利の人生を歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。世の中の人は理解できない無敵な感謝の人として私たちを作り変え召していらっしゃることを覚えて感謝を捧げます。どうか誰も分かっていない神に恵まれた人だけが分かる救いの感謝、いままで問題だと思っていたことでさえ救いの旅程だったという確認を通して、根本の感謝を回復し、それが絶対的な感謝としてしっかりと固まって、すべてのことに感謝する信者として召されているので、そうなれるようにみことばを通して聖霊様が助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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